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「大久保市長インタビューj

いよいよ迫る東京2020オリンピック ・パラリンピック大会!久留米市は事前キャンプ地とし

て、ケニア共和国、力ザフスタン共和国の選手たちをお迎えします。

そこで今回は、大久保勉市長に今後の展開や事前キャンフを通してどのようなことを世界にア

ピールしたいか、お伺いしました。

このたび久留米市への招致が実現した 「オ リンピック ・パラリンピッ

ク競技大会事前キャンフ地」とは、どういうものでしょうか?

「東京2020オリ ンピック ・パラリンピック開催に際して、 「東京J

というタイ トルから、どこか遠い話と思う方も多いでしょう。しかし政

府は、今大会を日本全体で開健するという方針です。

久留米市と しても、 気持ちは“東京2020/久留米オリンピック ・パ

ラリンピック・と していきたいですね。皆さんの生活の場に世界レベル

の選手がいる。金メダルをめざす、人類史上最速の、重量強の人たちがす

ぐ隣にいる、ということなんて砂す。

今回のオリ ンピックの大きな晃どころのひとつカえマラソンのタイムで

2時間を切ることができるかどうかと言われています。その最有力候補

が、現在世界記録を持っているケニアのエリウド ・キプチョゲ選手。こ

の選手が私たちの久留米で練習することは、非常に価値があることだと

患います。

ここに至るまでは、何度も大使館を訪問した り、両国の大使とお会いし

たり、箔伺察からのサポートも得ました。

そして何より経済団体や商工会議所や市漢の皆さん、久留米市のさまざ

まな分野からの応媛がありました。ケニア、 カザフスタン両国の信頼、を

得て事前キャ ンプ治に選ばれる結果を浮いたのは、 “オール久留米&領

周・の車な合力によるものです二

今後も、中国や東南アジアでアジア大会やワール ドカップといった世界

大会が開催されます。 この事前キャ ンプをひとつの契機と して、これか

らも設備や環境の皇室った久留米へ世界レベルの選手たちを招く機会につ

なげていきたいと患います。 J


